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                           【 軽井沢病院の画面 】 

 

                              【目標・ねらい】 

●バスの位置及び遅延の状況が

リアルタイムで確認できる。 

●国内外の観光客の円滑な移動

の補助・観光情報提供。                     

●公共交通機関を利用しやすく

することにより、道路渋滞の軽

減に役立てる。                      

●軽井沢町民のバス利用促進。 

          

  

                                                             

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自己評価欄は「Ａ」90％以上「Ｂ」70～89％「Ｃ」50～69％「Ｄ」49％以下で示すこと。 

事業名 バス位置確認プロジェクト 

団体名 軽井沢 IT 同好会 

総事業費  599,780 円（うち補助金：250,000 円） 

（活動写真）等 

自己評価（目標達成率）【Ｂ】 

昨年に引き続き、バスの位置及び遅延の状況がリアル

タイムで確認できるアプリ・web サイトを公開・運営。

次の新規追加機能、改良をした。①iPhone 版の改良。

②Android版OS7に対応のためGPS取得認証を追加。

③工事による路線変更。④春冬時刻表修正。⑤iOS 版

作成。⑥PosiRepo の機能変更（(a)PosiRepo のメニュ

ーからバス ID を変更可能にした。(b)運行状況を設定

可能にした。(c)故障、災害、事故、病人、事件、噴火

をボタン一つで設定可能にした。⑦チラシ（四カ国語）

作成、広報活動。 

                        

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                            

バス運営会社から、アプリを見ながらの問合せがある。

白糸方面も対応してほしい等の声も頂き、広報の効果も

出ていると思われる。乗り換え拠点となる「軽井沢病院」

の大画面表示におけるタイムアウト問題は、監視システ

ムの追加と病院側の協力により、稼働率が大分上がっ

た。チラシ・画面表示も４カ国語に対応し、観光協会か

らも評価を頂いた。スマートフォンは助成金を頂き、中

古ではなく新品を購入する事ができたので、よりデータ

取得も安定して正確になった。複数の他市からも問合せ

を頂き、今後必須となるシステムと確信し、町にとって

有意義なものとなるよう努力していきたいと思う。        

                      

                             

                               

                            

 

 

 

                                                

                                           

                          

                          

・観光協会から、利用者からの要望を頂いているので、対応していく。            

・「軽井沢病院」・「木もれ陽の里」の他にも、画面表示可能な常設端末の増設を目指す。                                          

・インターフェイスの改良を進める。                                          

・外国語対応を充実させる。                                           

・町民、観光客への広報活動。                                            

・継続するための資金確保。                               

                                            

事 業 内 容 

今後の取り組み 

事 業 効 果 


